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８月の出来事
●時　事
   1日  関東甲信地方で梅雨明け
　　　 山梨県の路線価15年連続ダウン
  2日  全国の人口2年連続減、
　　　1億2,705万3,471人に
  8日  レギュラーガソリン
　　　全国平均小売価格145円、山梨は146円
16日  埼玉・熊谷、岐阜・多治見で
　　　過去最高気温40.9度

●山梨県中央会ニュース
1,3,7,9日  組合実務講習会
　　　8日  レディース中央会やまなし通常総会
　　 18日  甲府大好きまつり

９月の予定
  9日  第43回全国神社総代会大会
18日  中央会正副会長会議

2面　施策情報/静岡県庁訪問/情報BOX
3面　景況情報/業界の声
4面　アクティブ組合
5面　Hello!組合事務局/Study room
6面　実務講習会/21世紀職業財団
　　  ただいま研究中
7面　税制委員会講習会/情報BOX
8面　甲府大好きまつり/中央会女性部総会
　　  インターンシップ体験記

　
８
月
２
日
、本
会
は
山
梨
県
職
業
能
力

開
発
協
会
、
独
立
行
政
法
人
雇
用
・
能
力

開
発
機
構
山
梨
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得

て
、県
内
企
業
で
あ
る
Ｎ
Ｅ
Ｃ
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
テ
ク
ノ
㈱
・
ニ
ス
カ
㈱
・
ヤ
マ
ト
科

学
㈱
の
３
社
を
見
学
先
と
し
て
、若
年
未

就
業
者
や
職
業
訓
練
受
講
生
等
38
名
の

応
募
者
に
よ
る
、
若
者
「
も
の
づ
く
り
の

魅
力
発
見
ツ
ア
ー
」
を
実
施
し
た
。
本
事

業
は
、山
梨
労
働
局
か
ら
本
会
へ
委
託
さ

れ
た
若
年
者
の
雇
用
対
策
事
業（
若
年
者

地
域
連
携
事
業
）の
一
環
と
し
て
実
施
し

た
も
の
で
、山
梨
の
基
幹
産
業
で
あ
る
製

造
業
の
現
場
に
お
い
て
、若
者
が
日
進
月

歩
の
技
術
革
新
に
ふ
れ
、世
界

に
誇
る
幅
広
い
分
野
の
先
端

技
術
・
知
識
を
習
得
し
、ま
た「
も

の
づ
く
り
」に
つ
い
て
興
味
や

意
義
を
理
解
し
、生
涯
に
渡
っ

て
専
門
能
力
を
追
求
し
続
け

る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
育
成

す
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
れ
ら
企

業
へ
の
雇
用
機
会
を
得
る
た

め
の
就
職
活
動
を
支
援
す
る

こ
と
等
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
見
学
先
の
３
社
は
、い
ず
れ

も
山
梨
県
を
代
表
す
る
製
造

業
で
あ
り
、
品
質
面
・
環
境
面

に
お
い
て
も
全
社
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９

０
０
１
、Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１

を
取
得
す
る
な
ど
地
球
環
境

や
社
会
に
貢
献
で
き
る
企
業

を
目
指
し
、さ
ら
に
次
代
を
創

る
若
い
技
術
者
の
育
成
に
取

り
組
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、本

事
業
の
受
け
入
れ
に
も
全
面

的
な
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

　
企
業
訪
問
を
し
た
参
加
者
は
、ま
ず
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、各
企
業
の

会
社
概
要
・
事
業
内
容
・
雇
用
形
態
・
雇
用

環
境
等
の
説
明
を
受
け
た
。そ
の
後
工
場

見
学
で
は
、最
新
鋭
の
機
械
や
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
制
御
機
器
を
導
入
し
た
先
端
技
術

に
よ
る
加
工
、そ
れ
ら
に
従
事
す
る
社
員

の
作
業
な
ど
の
労
働
環
境
等
を
間
近
で

熱
心
に
見
学
し
た
。

　
近
年
、景
気
の
回
復
で
求
人
は
増
加
し
、

売
り
手
市
場
と
も
い
わ
れ
て
い
る
が
、一

方
「
七
・
五
・
三
現
象
」
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
、就
職
を
し
た
と
し
て
も
早
期
離
職
や

フ
リ
ー
タ
ー
、ニ
ー
ト
と
い
わ
れ
る
定
職

に
就
か
な
い
若
者
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、

社
会
現
象
に
ま
で
な
っ
て
い
る
。こ
の
よ

う
な
若
年
者
を
取
り
巻
く
雇
用
環
境
や

雇
用
形
態
は
多
様
化
し
て
い
る
。そ
の
原

因
は
「
雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
」
が
背
景
に

あ
る
と
み
ら
れ
、自
己
と
職
業
と
の
関
連

づ
け
が
未
熟
で
職
業
意
識
が
十
分
に
形

成
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
今
回
の
参
加
者
で
あ
る
38
名
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
ま
と
め
た
結
果
、「
参
加
し
て

良
か
っ
た
で
す
か
？
」の
質
問
に
対
し
て

「
良
か
っ
た
」が
95
％
あ
り
、満
足
度
の
高

い
実
施
結
果
と
な
っ
た
。ま
た
参
加
者
の

感
想
で
は
、「
日
常
見
学
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
工
場
の
ラ
イ
ン
作
業
や
雰
囲
気

を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
今
後
の
就
職

活
動
の
参
考
に
し
た
い
」と
の
意
見
も
あ

っ
た
。

NEC ンピュータテクノ㈱コンコC

ニスカ㈱

ヤマト科学㈱

NECコンピュータテクノ㈱でのオリエンテーション

ニスカ㈱増穂工場の見学
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相談事項
●事業主又は従業員からの労働問題についての相談
●年金・健康保険について、手続きや請求方法などについての相談
●労災保険・雇用保険について、手続きや請求方法などについての相談
●労働時間短縮、就業規則の作成・改正、安全衛生法などについての相談
●女性雇用管理、パートタイム労働、男女雇用機会均等法、育児・介護休
業制度などについての相談

●労務管理の改善、各種公的助成金の請求などについての相談

日時・会場

1．平成19年10月14日（日）午前10時～午後4時
　会場：オギノリバーシティショッピングセンター
　　　 （中央市山之神）

2．平成19年10月20日（土）午前10時～午後4時
　会場：都留市ふるさと会館（都留市中央）

3．平成19年10月20日（土）午前10時～午後4時
　会場：夢わーく山梨・働く婦人の家（山梨市上神内川）

4．平成19年10月21日（日）午前10時～午後4時
　会場：こうふアルジャン（甲府市中央）

対 象 者　 どなたでも  相談者の秘密は厳守します！
お問い合わせは
　山梨県社会保険労務士会事務局まで
　　　Tel.055-253-4004　Fax.055-253-8008

●主催：山梨県社会保険労務士会

　本会宮川睦武名誉会長は、8月7日静岡県庁知事室において、

石川嘉延静岡県知事と「観光施策・富士山世界遺産・地域活

性化」についての意見交換を行った。当日は、富士山環境学

術調査研究会� 田中收会長（大月短期大学名誉教授）、地球環

境科学研究会�及川順郎会長（参議院協会理事元参議院議員）、

本会新海一男専務理事が同席した。

　内容は、山梨と静岡の両県は、豊かな自然環境や歴史的・

文化的遺産などの地域資源に恵まれ、首都圏に近接する国

際的な観光地として発展をしてきた。平成21年3月には富

士山静岡空港の開港、中部横断自動車道やリニア中央新幹

線の整備など、地域の振興につながる国家規模のビッグプ

ロジェクトが進展している。その中で、地域間における連携

関係を構築し、地域資源の特色を活かした観光施策の取り

組みについて意見を交換した。

知事室にて意見を交わす

　いままでの信用保証協会保証付き融資は、お客様の借入金額
に対して信用保証協会が原則として100％保証していました。
　平成19年10月1日保証申込受付分からは、「責任共有制度」
が導入されることとなり、制度の導入により、保証付き融資は
一部の保証を除いて80％保証となります。
　なお、保証付き融資をご利用の皆様にとって、基本的には保
証ご利用に当たっての申込み手続き、融資を受けた後の返済等
は、これまでと変わりありません。

 責任共有制度導入後の信用保証協会と金融機関との関係

　「責任共有制度」には、「負担金方式」と「部分保証方式」の２
つの方式があり、金融機関の取り扱いは、そのいずれかにな
ります。
 負担金方式　金融機関には、信用保証の利用状況に応じ
　　　　　　　   て部分保証と同等の負担が生じます。
 部分保証方式　借入金額の80％（一部の保証を除く）を信
　　　　　　　   用保証協会が保証します。
■注　特定社債保証、流動資産担保融資保証、特定信用状関連保証等の部分保証
　　　制度は、金融機関の方式選択にかかわらず、引き続き部分保証となり、保
　　　証割合は、80％となります。

 保証料

　責任共有制度の対象となる保証については、原則として、
保証料は現行に比べると低くなります。
　また、お客様の取引金融機関が部分保証方式または負担金
方式のいずれであっても、負担いただく保証料は同じです。

 責任共有制度の対象となる保証制度

　原則としてすべての保証が、責任共有制度の対象となります。
　なお、対象から除かれる主な保証は次のとおりです。

 対象外の主な保証制度
・経営安定関連保険（セーフティネット）1号～6号にか 
　かる保証

・創業関連保険、創業等関連保険にかかる保証・創
・特別小口保険にかかる保証
・「小口零細企業保証制度」＊（新設の全国統一保証制
　度）＊概要は下記参照
・その他

 「小口零細企業保証制度」（新設予定）について

　責任共有制度の導入に併せて、小規模事業者の方々向けに
設けられる全国統一保証制度です。
　なお、ご利用いただける保証限度額は、お客様の信用保証
協会保証付き融資残高（根保証の場合は融資極度額、部分保
証は融資額）により決まります。

利用いただける方 従業員20人以下（商業またはサービ 
 ス業の方　従業員5人以下）
 ＊中小企業信用保険法第2条第2項に定める「小 
 　規模企業者」の方が対象となります。

保証限度額等 1,250万円
 ＊既にご利用いただいている信用保証協会の保 
 　証付き融資残高（根保証においては融資極度 
 　額）との合計で、1,250万円の範囲内となる新 
 　規の保証に限ります。

資金使途 事業資金

貸付形式 証書貸付、手形貸付、手形割引
 ＊極度設定のある貸付・割引（根保証形式のも 
 　の）は除きます。

保証期間 信用保証協会所定

 お問い合わせ先

　山梨県信用保証協会
　　●甲府市飯田2-2-1
　　　　本店　経営支援室　Tel.055-235-9701
　　●富士吉田市下吉田1832
　　　　富士吉田支店　　　Tel.0555-22-0992

 雇用保険の受給資格要件が変わります
●これまでの週所定労働時間による被保険者区分（短時間労働者以外の一般被保
険者／短時間被保険者）をなくし、雇用保険の基本手当の受給資格要件を一本化
します。

●原則として、平成19年10月１日以降に離職された方が対象となります。

（注）「倒産・解雇等」に該当する具体的な離職理由は、
こちら▼
http://www.mhlw.go.jp/bunya/koyou/koyouhoken05/hanni.html
をご覧いただくか、都道府県労働局職業安定部又はお近くの公共職業安定所
（ハローワーク）にお問合せください。

旧

新

s短時間労働者以外の一般被保険者
　　　　　　　　　　　　　　　a　  6か月　（各月14日以上）

s短時間労働被保険者（週所定労働時間20～30時間）
　　　　　　　　　　　　　　　a　12か月　（各月11日以上）

　雇用保険の基本手当を受給するためには、週所定労働時間の
長短にかかわらず、原則、12か月(各月11日以上)の被保険者
期間が必要。
　※ただし、倒産・解雇等により離職された方（注）は、
　　6か月（各月11日以上）で可。
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データから見た業界の動き（平成19年7月分）

収益状況
2006年7月

景況感
2006年7月

売上高
2006年7月

2007年7月 2007年7月2007年7月

減少
38%

不変
52%

増加
10%

悪化
38%

不変
52%

好転
10%

悪化
48% 不変

50%

好転
2%

減少
46%

不変
44%

増加
10%

悪化
46% 不変

50%

好転
4%

悪化
34%

不変
62%

好転
4%

山梨県中小企業団体中央会

情報連絡員報告（平成19年７月分）

　�

協
同
組
合
山
梨
安
心
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
事
務
局
長
　
荻
野 

圭
司 

氏

   

 

ト
ピ
ッ
ク
ス

　
石
油
業
界
の
調
べ
で
は
、7

月
に
入
り
、我
が
国
の
原
油
輸

入
価
格
に
影
響
が
あ
る
中
東

原
油
は
1
バ
ー
レ
ル
当
た
り

70
ド
ル
台
に
上
昇
し
た
た
め
、

元
売
り
の
仕
切
価
格
は
原
油

高
と
為
替
レ
ー
ト
の
円
安
等

に
よ
り
3
円
程
度
の
値
上
げ

と
な
っ
た
。こ
の
原
油
高
の
要

因
は
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
情
勢
の

政
情
不
安
と
北
海
原
油
が
協

業
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。

　
8
月
の
元
売
り
仕
切
価
格
は
、

原
油
の
連
騰
と
為
替
レ
ー
ト

の
円
安
や
原
油
調
達
コ
ス
ト

の
上
昇
の
た
め
、1
リ
ッ
ト
ル

当
た
り
5
円
程
度
の
値
上
げ

が
予
想
さ
れ
、各
S
S
は
値
上

げ
分
の
消
費
者
へ
の
転
嫁
が

急
務
と
な
っ
て
い
る
、な
ど
の

コ
メ
ン
ト
が
得
ら
れ
た
。

 

業
界
か
ら
一
言

■
製
造
業

●
食
料
品
製
造
業
／（
水
産
加

工
業
）ギ
フ
ト
全
体
で
は
横

ば
い
。デ
パ
ー
ト
向
け
が
低

調
で
、個
人
向
け
産
地
直
送

が
好
調
。婚
礼
用
食
材
が
伸

長
し
、全
体
で
は
前
年
同
月

比
1
0
6
・
2
％
。
原
料
価

格
は
中
国
と
の
競
合
が
激

し
く
、高
値
安
定
で
採
算
面

は
厳
し
い
。

●
洋
菓
子
製
造
業
／
梅
雨
明

け
が
遅
く
、気
温
の
低
い
日

が
あ
っ
た
た
め
、ゼ
リ
ー
は

不
調
。ク
ッ
キ
ー
は
前
月
の

落
ち
込
み
も
あ
り
、伸
長
全

体
で
は
1
0
6
％
。原
材
料

（
小
麦
、砂
糖
、チ
ョ
コ
レ
ー

ト
等
）及
び
包
装
資
材
も
夏

場
以
降
大
幅
値
上
が
り
の

予
定
。

●
繊
維
製
品
製
造
業
／
売
上

高
は
減
少
し
て
い
る
が
、中

国
製
品
の
価
格
上
昇
に
伴

い
製
品
の
単
価
が
若
干
で

は
あ
る
が
上
が
っ
て
い
る

様
子
。よ
っ
て
収
益
状
況
も

少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
改

善
傾
向
に
あ
る
。

●
木
製
品
製
造
業
／
全
国
レ

ベ
ル
で
は
梅
雨
期
に
入
り
、

雨
で
作
業
が
で
き
な
い
た
め
、

出
材
量
は
減
少
し
て
い
る
。

し
か
し
、出
材
価
格
は
上
が

っ
て
こ
な
い
。こ
れ
は
住
宅

着
工
数
の
減
少
に
よ
る
需

要
冷
え
込
み
の
影
響
と
思

わ
れ
る

●
パ
ル
プ
・
紙
加
工
品
製
造
業

／
パ
ル
プ
価
格
及
び
重
油

価
格
は
強
含
み
で
推
移
し

て
い
る
。
製
品
在
庫
は
、
年

末
の
需
要
に
向
け
生
産
し

て
い
る
た
め
、9
月
ま
で
増

加
傾
向
に
あ
る
。

●
鉱
業
／
公
共
事
業
、民
間
の

設
備
投
資
と
も
に
上
昇
気

配
は
全
く
感
じ
ら
れ
な
い
。

今
後
に
つ
い
て
も
予
測
は

た
て
ら
れ
な
い
。

●
窯
業
／
現
状
、
新
規
物
件

の
動
き
も
な
く
残
り
の
契

約
を
消
化
す
る
の
み
の
た

め
、
今
後
の
期
待
は
で
き

な
い
。

■
非
製
造
業

●
衣
料
品
卸
売
業
／
ス
ー
ツ
、

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
な
ど
の
重
衣

料
で
７
、
８
月
は
低
調
だ

っ
た
。

●
飲
食
料
品
小
売
業
／
昨
年

堅
調
だ
っ
た
お
中
元
商
品
が
、

一
部
の
不
正
を
は
た
ら
く

業
者
の
影
響
か
、約
10
％
減

少
。ま
た
家
畜
用
の
穀
物
飼

料
の
値
上
が
り
や
ハ
ム
等

の
加
工
品
の
値
上
が
り
か
ら
、

収
益
も
落
ち
込
ん
だ
。

●
電
気
製
品
小
売
業
／
例
年
、

売
上
が
伸
び
る
ボ
ー
ナ
ス

時
期
に
梅
雨
が
長
引
い
た

た
め
、エ
ア
コ
ン
の
売
れ
行

き
が
悪
か
っ
た
。
ま
た
、
地

デ
ジ
対
応
テ
レ
ビ
の
需
要

も
あ
ま
り
盛
り
上
が
ら
ず
、

全
体
と
し
て
売
上
高
が
減

少
し
た
。

●
宿
泊
業
／
仕
入
価
格
が
上

昇
し
て
い
る
中
、販
売
価
格

で
は
年
間
契
約
の
た
め
価

格
転
嫁
で
き
て
お
ら
ず
、利

益
が
減
少
し
て
い
る
。ま
た
、

梅
雨
が
長
引
き
、さ
ら
に
台

風
や
選
挙
な
ど
も
重
な
り
、

宿
泊
数
は
思
わ
し
く
な
か

っ
た
。

●
建
設
業
／
マ
ン
シ
ョ
ン
着

工
ブ
ー
ム
も
一
段
落
し
、民

間
工
事
需
要
が
落
ち
込
ん

で
い
る
。あ
わ
せ
て
公
共
工

事
も
減
少
し
採
算
割
れ
受

注
が
常
態
化
し
て
い
る
た
め
、

業
者
の
資
金
繰
り
が
悪
化

し
て
い
る
。

●
職
別
工
事
業
／
甲
府
市
の

合
併
に
よ
っ
て
新
し
い
地

区
の
工
事
が
増
加
し
て
い
る
。

材
料
費
が
値
上
が
り
し
て

い
る
た
め
、
販
売
価
格
（
工

事
単
価
）が
上
昇
し
て
い
る

が
、各
社
値
上
が
り
前
の
材

料
を
あ
る
程
度
在
庫
し
て

お
り
、収
益
は
確
保
し
て
い

る
。

●
道
路
貨
物
運
送
業
／
燃
料

の
毎
月
の
値
上
げ
が
響
い

て
い
る
。

　製造業における売上高のDI値は－20（前0（0（
月比＋5）と改善した。しかし、収益状状況
－30（前月比－20）、景況感－30（前
月比－5）と悪化した。 
　非製造業では、景況感のDI値は－
30（前月比±0）と平行線を維持し
たが、売上高－47（前月比－14）、収
益状況－50（前月比－17）ともに悪
化した。 
　全体的にみると、前年同月に比べ少少し
ではあるが改善はされているものの、依然として厳しい状況
が続いている。特に非製造業では、原油高騰による材料費高が
始まり、お客様へ価格転嫁できない業者は厳しい経営が続い
ているようだ。さらに梅雨がずれ込み、夏物製品の売上が伸び
ないという事態も起こっている。

業界の
動き

業
界
の
現
況
は
？

　
平
成
12
年
、
介
護
保
険
法
に
よ
り
介
護
保
険
制
度
が
設
け
ら
れ
、

介
護
業
界
は
急
速
な
広
ま
り
を
見
せ
て
お
り
ま
す
。
新
た
な
業
種

と
言
う
こ
と
も
あ
り
、
未
整
備
な
事
が
多
い
た
め
、
個
別
企
業
毎
に

手
探
り
で
新
た
な
事
業
展
開
を
模
索
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
現
在
、
団
塊
の
世
代
の
退
職
に
よ
り
高
齢
化
社
会
が
急
速
に
進

行
し
て
い
る
た
め
、
被
介
護
者
は
増
え
、
業
界
は
更
な
る
発
展
を
迎

え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
異
業
種
の
参
入
企
業
が
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
が
、
専
門
的
か
つ
利
益
率
が
低
い
業
界
で
あ
る
た
め
撤
退

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
例
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
実
際
に
業
務
を
行
っ
て
い
る
介
護
者
の
問
題
も
多
く
抱

え
て
い
ま
す
。
介
護
と
は
考
え
て
い
る
以
上
に
体
力
的
に
も
精
神

的
に
も
厳
し
い
仕
事
で
す
。
そ
の
た
め
、
介
護
者
が
慢
性
的
に
不
足

し
て
い
ま
す
。
若
い
介
護
者
も
少
な
く
、
40
代
の
方
が
主
で
働
い
て

い
る
企
業
が
多
い
で
す
。

今
後
の
展
開
は
？

　
ま
ず
一
つ
は
、
当
組
合
で
行
っ
て
い
る
『
安
心
電
話
』
の
普
及
で

す
。
こ
れ
は
在
宅
高
齢
者
の
た
め
の
相
談
窓
口
で
、
登
録
を
し
て
お

く
と
、
何
か
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
電
話
一
本
で
解
決
の
お
手
伝

い
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
平
成
15
年
に
ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
で
は

6,
0
0
0
人
を
超
え
る
方
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
利
用
件

数
と
し
て
は
月
に
数
件
程
度
な
の
で
、
も
っ
と
身
近
な
も
の
に
感

じ
て
頂
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
二
つ
目
は
、『
安
心
ギ
ャ
ラ
リ
ー
』
の
利
用
者
を
増
や
す
こ
と
で

す
。『
安
心
ギ
ャ
ラ
リ
ー
』
で
は
、
毎
月
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て

い
る
の
で
、
人
と
の
交
流
と
い
う
面
で
も
是
非
一
度
足
を
運
ん
で

頂
け
れ
ば
、と
思
い
ま
す
。

　
業
界
と
し
て
は
、
今
後
予
想
さ
れ
る
被
介
護
者
の
増
加
に
よ
り
、

ニ
ー
ズ
の
多
様
化
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
ど
う
対
応
し
て
い

く
か
、
ま
た
予
防
的
な
介
護
を
ど
う
行
っ
て
い
く
の
か
、
今
後
の
課

題
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
介
護
者
を
ど
う
増
や
し
て

い
く
の
か
、
外
国
人
介
護
者

を
導
入
し
て
い
く
の
か
、
介

護
者
の
モ
ラ
ル
向
上
は
ど

う
す
る
の
か
、
介
護
事
業
者

の
課
題
も
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。

　
ま
だ
新
し
い
業
界
な
の
で
、

今
後
も
制
度
の
改
善
等
が

あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
そ

れ
に
上
手
く
対
応
し
、
ニ
ー

ズ
に
応
え
た
介
護
を
目
指

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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中
央
会
●
会
員
組
合
活
動
紹
介

大月商店街協同組合

山梨県中小建設業協同組合

山梨県トラックターミナル協同組合

燕市完成住宅

　
原
油
価
格
高
騰
に
も
負

け
な
い
力
が
そ
こ
に
は
あ
る
。

　
山
梨
県
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー

ミ
ナ
ル
協
同
組
合（
橋
本
義

次
理
事
長
）
は
、
昭
和
50
年

７
月
に
設
立
さ
れ
、山
梨
県

流
通
セ
ン
タ
ー
の
南
側
に

位
置
し
、
運
送
業
者
19
社
、

組
合
総
保
有
車
両
台
数
７

２
０
台
に
て
ト
ラ
ッ
ク
団

地
を
形
成
し
て
い
る
。

　
組
合
の
主
な
事
業
と
し
て
、

燃
料
の
共
同
販
売
事
業
が

あ
る
。販
売
し
て
い
る
燃
料

の
種
類
は
軽
油
、ガ
ソ
リ
ン
、

灯
油
が
あ
る
が
、ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
の
命
で
あ
る
燃
料（
軽
油
）の
安
定
供
給
の
た
め
、組
合
の
役
員

が
元
売
り
業
者
と
価
格
交
渉
を
続
け
、低
価
格
で
組
合
員
に
供
給
し
て

い
る
。軽
油
の
年
間
販
売
量
は
６，
７
０
０
s
に
当
た
り
、前
年
に
比
べ

て
20
％
程
上
昇
し
、今
も
な
お
組
合
員
の
需
要
は
増
加
し
て
い
る
。ガ
ソ

リ
ン
と
灯
油
の
販
売
は
、組
合
員
お
よ
び
従
業
員
の
福
利
厚
生
制
度
の

一
環
と
し
て
行
な
わ
れ
て
い
る
。

　
他
の
事
業
と
し
て
、
金
融
事
業
が
あ
る
。
組
合
員
に
対
し
て
夏
季
及

び
年
末
時
期
に
資
金
調
達
の
た
め
、
転
貸
融
資
（
組
合
で
融
資
を
受
け

組
合
員
に
貸
す
）
制
度
が
あ
り
、
組
合
員
の
資
金
調
達
の
一
翼
を
担
っ

て
い
る
。資
金
繰
り
が
苦
し
い
と
き
の
大
き
な
力
と
な
る
。

　
ま
た
食
堂
事
業
も
行
わ
れ
て
お
り
、組
合
事
務
所
に
併
設
さ
れ
た
食

堂
で
組
合
員
と
従
業
員
が
利
用
し
、
好
評
を
得
て
い
る
。
低
価
格
で
振

る
舞
わ
れ
る
食
事
に
、
従

業
員
の
方
々
も
厳
し
い
お

小
遣
い
事
情
を
助
け
ら
れ

て
い
る
。

　
組
合
を
運
営
す
る
ス
タ

ッ
フ
は
、事
務
局
・
２
名
　

燃
料
販
売
員
・
３
名
食
堂
・

２
名
の
計
７
名
で
構
成
さ

れ
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
良
く

運
営
さ
れ
て
い
る
。
厳
し

い
環
境
の
中
で
も
必
死
に

戦
っ
て
い
る
組
合
員
の
た

め
に
、
今
日
も
組
合
員
の

大
き
な
力
と
な
る
た
め
頑

張
っ
て
い
る
。

組合事務局内

燃料給油所

　
郡
内
地
域
の
真
夏
の

風
物
詩
と
し
て
す
っ
か

り
定
着
し
た
「
第
２
４

回
大
月
阿
波
踊
り
」
が

今
年
も
８
月
４
日
、
大

月
中
心
街
の
国
道
２
０

号
を
全
面
通
行
止
め
に

し
て
華
々
し
く
開
催
さ

れ
た
。

　
東
京
か
ら
参
加
し
て

い
る「
国
分
寺
連
」を
は

じ
め
と
し
て
、「
大
月
名

店
連
」「
大
月
幼
稚
園
わ

ん
ぱ
く
連
」「
大
月
市
役

所
連
」
な
ど
に
甲
斐
市

か
ら
の「
竜
王
み
ゆ
き
連
」

も
加
わ
り
、
参
加
連
１
５
連
、
総
勢
６
０
０
人
の
老
若
男
女
の
踊
り
手

達
が
賑
や
か
に
国
道
を
練
り
歩
い
た
。

　
昼
の
猛
暑
が
ま
だ
残
る
沿
道
に
は
大
勢
の
見
物
人
が
う
ち
わ
を
片

手
に
ズ
ラ
リ
と
並
び
、知
り
合
い
と
見
ら
れ
る
踊
り
衣
装
の
男
女
に
声

を
掛
け
る
ほ
ろ
酔
い
気
味
の
若
者
達
、可
愛
ら
し
い
化
粧
を
し
た
チ
ビ

ッ
コ
踊
り
子
を
汗
だ
く
に
な
っ
て
写
真
に
お
さ
め
巡
る
お
母
さ
ん
・
お

ば
あ
さ
ん
等
、真
夏
の
熱
気
と
と
も
に
大
月
商
店
街
は
夜
遅
く
ま
で
多

い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

　
大
月
の
市
民
祭
り
を

目
指
し
て
、
か
が
り
火

祭
り
と
一
緒
に
ス
タ
ー

ト
し
た「
阿
波
踊
り
」は
、

地
元
商
店
街
の
大
月
商

店
街
協
同
組
合
（
箕
田

雅
友
理
事
長
）も
、阿
波

踊
り
の
実
現
に
当
時
の

理
事
長
が
尽
力
し
た
こ

と
も
あ
り
、
今
で
も
組

合
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
熱
心
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　
当
日
は
、
組
合
員
で

あ
る
全
て
の
商
店
が
店

内
の
照
明
を
あ
か
あ
か

と
照
ら
し
、
祭
り
の
華

や
か
さ
と
賑
や
か
さ
を

盛
り
上
げ
て
い
た
。

練り歩く「連」の面々

開会のテープカット

　
特
色
あ
る
家
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
る
山
梨
県
中
小
建

設
業
協
同
組
合（
高
野
愛
治
郎

理
事
長
）
は
、
７
月
29
日
（
日
）

に
本
物
の
天
然
木
、自
然
素
材

を
使
っ
た
住
ま
い
づ
く
り
を

提
案
し
て
い
る
「
夢
ハ
ウ
ス
」

の
体
感
新
潟
ツ
ア
ー
を
行
っ
た
。

　
「
夢
ハ
ウ
ス
」
は
狂
い
や
割

れ
を
ほ
と
ん
ど
生
じ
さ
せ
な

い
極
限
ま
で
乾
燥
さ
せ
た
無
垢
材
を
構
造
材
に
使
い
、１
０
０
年
以
上

暮
ら
せ
る
家
づ
く
り
を
提
案
し
て
お
り
、床
、壁
、天
井
、家
具
に
到
る
ま

で
全
て
に
本
物
の
天
然
無
垢
材
を
使
用
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
不
可
能
と
思
わ
れ
て
い
た
無
垢
材
の
床
板
を
使
用
し
た

床
暖
房
を
可
能
に
し
て
い
る
。ま
た
、仕
上
げ
を
変
え
る
こ
と
で
モ
ダ
ン

に
も
古
民
家
調
に
も
対
応
で
き
る
。当
組
合
は
㈱
夢
ハ
ウ
ス
と
ビ
ジ
ネ

ス
パ
ー
ト
ナ
ー
契
約
を
結
び「
夢
ハ
ウ
ス
」の
展
開
を
し
て
い
る
。

　
こ
の
ツ
ア
ー
は
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
の
企
画
住
宅
に
飽
き
足
ら
な
い

方
を
対
象
に
本
物
の
家
づ
く
り
を
実
感
し
て
い
た
だ
き
、受
注
に
つ
な

げ
て
い
く
た
め
に
企
画
し
た
も
の
で
、当
日
は
早
朝
の
出
発
に
も
か
か

わ
ら
ず
、お
客
様
４
組
７
名
と
組
合
員
６
名
が
参
加
し
て
新
潟
県
三
条

市
、燕
市
４
ヶ
所
の
展
示
場
を
巡
っ
た
。「
夢
ハ
ウ
ス
」の
特
色
で
あ
る
天

然
木
、自
然
素
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た
展
示
場
を
肌
で
感
じ
た
参

加
者
は
感
激
し
、本
物
の
理
想
の
家
づ
く
り
に
触
れ
、夢
が
広
が
っ
た
と

感
想
を
語
っ
て
く
れ
た
。

　
当
組
合
は
高
い
技
術
を

持
っ
た
地
元
工
務
店
と
そ

の
関
連
専
門
業
者
が
集
ま

っ
て
お
り
、「
夢
ハ
ウ
ス
」

は
も
ち
ろ
ん
本
格
木
造
住

宅
な
ど
幅
広
い
タ
イ
プ
の

住
宅
を
提
供
し
て
い
る
。

自
由
設
計
で
性
能
表
示
に

も
対
応
で
き
、
地
元
工
務

店
な
ら
で
は
の
特
性
を
生

か
し
て
、小
工
事
・
リ
フ
ォ

ー
ム
な
ど
に
も
き
め
細
か

い
対
応
を
し
て
い
る
。

　「
私
た
ち
は
住
宅
を
引
き
渡
し
て
か
ら
が
お
客
様
と
の
本
当
の
つ
き

あ
い
が
始
ま
る
と
考
え
て
お
り
、誠
意
を
持
っ
て
本
物
の
住
宅
を
提
供

し
続
け
て
い
ま
す
。住
ま
い
づ
く
り
を
お
考
え
の
方
は
ぜ
ひ
当
組
合
に

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。」

　
●
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

U
R
L
▼http://w

w
w
.ysba.jp/

三条市展示場
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組
合
の
活
動
は
？

　
組
合
名
の
と
お
り
、
生
ゆ
ば
の
製
造
・
販
売
に

加
え
、
み
の
ぶ
ゆ
ば
の
特
徴
で
あ
る
「
生
ゆ
ば
」

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た
食
事
を
お
客
様
に
提

供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ゆ
ば
の
製
造
体
験
や
商

工
会
の
女
性
部
に
よ
る
コ
ロ
ッ
ケ
の
販
売
、
地

域
住
民
が
栽
培
し
た
農
産
物
の
加
工
品
、
山
菜

な
ど
も
販
売
し
て
い
ま
す
。
ゆ
ば
を
引
き
上
げ

て
残
っ
た
、
濃
度
の
高
い
豆
乳
で
作
る
ソ
フ
ト

ク
リ
ー
ム
や
プ
リ
ン
も
人
気
の
商
品
で
す
。

　
　
事
務
局
と
し
て

　
　
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
？

　
組
合
が
地
域
住
民
と
協
業
し
、
ど
の
よ
う
な

形
で
地
域
に
貢
献
で
き
る
か
を
念
頭
に
置
き
な

が
ら
組
合
運
営
を
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
地
元
の

農
家
に
組
合
が
受
け
持
つ
施
設
を
貸
し
出
し
、

農
産
品
の
販
路
は
確
保
し
て
い
ま
す
が
、
今
後

は
、
集
落
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
化
し
、
そ
の
グ
ル
ー

プ
が
製
造
す
る
農
産
加
工
品
を
販
売
す
る
た
め

の
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
立
ち
上
げ

の
手
助
け
も
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
事
務
局
で
困
っ
て
い
る
こ
と
は
？

　
近
い
将
来
、
中
部
横
断
道
路
が
開
通
と
な
り
、

国
道
52
号
線
沿
い
に
あ
る
当
施
設
の
利
用
客
の

減
少
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
組
合
運
営
へ
の

影
響
も
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、
ゆ
ば
な
ど
の
品
物

は
別
の
場
所
で
も
販
売
で
き
ま
す
の
で
、
ゆ
ば

の
製
造
・
販
売
に
は
大
き
な
影
響
は
生
じ
て
こ

な
い
と
思
い
ま
す
が
、
当
初
の
設
立
目
的
で
あ

る
地
域
の
活
性
化
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
は
難

し
く
な
る
で
し
ょ
う
。

　
　
事
務
局
で
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
は
？

　
今
ま
で
農
家
の
方
た
ち
は
、
自
分
の
畑
で
育

て
た
野
菜
は
自
己
消
費
す
る
だ
け
で
し
た
が
、

当
施
設
が
場
所
を
提
供
し
、
農
産
品
を
販
売
す

る
環
境
が
整
っ
た
こ
と
で
、
今
で
は
78
軒
の
農

家
が
自
分
で
造
っ
た
野
菜
等
を
持
込
み
、
販
売

を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
年
寄
り
が
農
業
を
す
る

こ
と
の
楽
し
さ
を
感
じ
て
く
れ
た
こ
と
で
、
少

し
で
も
地
元
住
民
へ
の
貢
献
が
で
き
て
い
る
こ

と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　
　
最
後
に
ひ
と
こ
と

　
組
合
の
運
営
も
4
年
目
を
迎
え
、
よ
う
や
く

軌
道
に
乗
っ
て
き
ま
し
た
。
た
だ
、
依
然
と
し
て

ゆ
ば
と
言
っ
た
ら
、
京
都
や
日
光
が
有
名
で
、
身

延
の
ゆ
ば
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現

状
で
す
。
そ
こ
で
最
近
で
は
、
学
校
の
給
食
に
ゆ

ば
を
採
用
し
て
も
ら
い
、
子
供
達
か
ら
の
浸
透

を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
み
の
ぶ
ゆ
ば
は
「
生

ゆ
ば
」
で
す
の
で
、
日
持
ち
し
な
い
た
め
販
売
方

法
が
制
約
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
新
た
な
販
路

開
拓
と
商
品
開
発
を
検
討
中
で
す
。

　QQ　QQQ　QQ　QQ

専務理事：千頭和文明事： さん明

Study�roomStudy�room

減価償却制度の改正点について、

その概要を教えて下さい。

　40年ぶりに改正された減価償却制度の概要は以下のとおりです。
　減価償却資産の償却可能限度額の撤廃、既存資産の償却可能限度額
の均等償却、平成19年4月1日以後の新規取得資産についての残存割
合の廃止と、備忘価額1円までの250％定率法導入など、設備投資の推
進に向け、新たな減価償却制度への対応が必要となりました。

●減価償却の改正点
1．残存価額の廃止
　平成19年4月1日以後に取得する減価償却資産について、残存価額が廃止され、

定率法の償却率は、定額法の償却率を2.5倍とした率とされました。

2．償却限度額の廃止
【既存取得資産】
� 平成19年3月31日以前に取得した減価償却資産については、償却可能限度額ま

で償却した事業年度の翌事業年度（平成19年4月1日以後終了事業年度に限りま

す）以後5年間で均等償却します。

【新規取得資産】
　平成19年4月1日以後に取得した減価償却資産については、耐用年数経過時点

に1円（備忘価額）まで償却できるようになりました。

3．償却限度額の計算
既存取得資産の償却方法
＊平成19年3月31日までに取得した減価償却資産

　　→従前どおり旧定額法・旧定率法により計算

＊取得価額95％相当額に達した事業年度の翌事業年度の償却額は下記の計算

方法によって１円まで償却　

　→（取得価額×5％－1）×事業年度の月数／60

4．新規取得資産の償却方法
　平成19年4月1日以後に取得した資産については、耐用年数が経過した時点で

残存簿価が１円に達するまで償却します。

＊新定額法　取得価額×新定額法の償却率

＊新定率法　期首帳簿価額×新定率法の償却率

※新定率法の場合は、保証率を用いた償却保証額を適用することによって耐用年数内に残存

簿価1円まで償却する方法を用いています。

1．改正後の資本的支出の取り扱い（原則）
【既存取得資産に資本的支出があった場合】
　平成19年4月1日以後に資本的支出が行われた場合は、資本的支出額を既存取

得資産（本体）と種類および耐用年数を同じくする減価償却資産を新たに取得

したものとして計算（新法にて計算）

【新規取得資産に資本的支出があった場合】
　平成19年4月1日以後に取得した新規取得資産について、平成19年4月1日以

後に資本的支出が行われた場合には、資本的支出額を新規取得資産と種類及び

耐用年数を同じくする減価償却資産を新たに取得したものとして計算

2．改正後の資本的支出の取り扱い（特例）
�上記２の原則にかかわらず、資本的支出が平成19年4月1日以後行われた場合

であっても、旧法にて計算することも認められています。

償却方法の届出
　平成19年4月1日以後に取得した減価償却資産について、新定額法・新定率法

などの償却方法を選定する場合には、平成19年3月31日以前に選定していた旧

定額法・旧定率法と同一区分に属する資産について、新定額法・新定率法などを

選定した場合には、届出は不要です。

　また、償却方法の届出を提出していない場合で、平成19年4月1日以後に取得

した減価償却資産の償却方法は、法定償却方法（定率法）が適用されます。

　さらに、償却方法を変更しようとするときは、新たな償却方法を採用しよう

とする事業年度開始の日の前日までに「減価償却資産の償却方法の変更承認申

請書」を提出し、承認を得ないといけません。ただし、平成19年4月1日以後最初

に終了する事業年度について、法人が選定した償却方法等を変更しようとする

ときは、その事業年度の確定申告書の提出期限までに変更の理由等を記載した

届出書を提出すれば、その提出をもって償却方法の変更の承認があったものと

みなされます。
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　このコーナーは、「地元大学と中小企業の橋渡しのきっかけ」にと、山梨大学の先生と研究を紹介するために企画されたものです。
　紹介にあたっては、中央会の職員が大学の研究室におじゃまし、できるだけ分かり易い言葉で記事を書くようにしています。そのため、研究内容が正確に伝
わらない場合がありますが、ご容赦下さい。

循環型社会の構築を目指して
～BDFの実用化と人材育成～

●「環境問題」や「システム工学」に関するご質問・ご相談がありましたら、
　山梨大学･知的財産本部（TEL：055-220-8755，FAX：055-220-8757）までお気軽にご連絡下さい。

竹内　智��先生

（工学部　循環システム工学科　教授） 

■プラズマ物理学から循環社会までと非常に幅広い研究を
　なさっていると伺いましたが？
　専門分野はプラズマ物理学の理論研究です。プラズマは固

体でも液体でも気体でもない物質の4番目の形態として存

在しています。宇宙の99.99％は高温のプラズマ状態（太陽

もプラズマの塊）であるといわれており、水をたたえた惑星

である地球は宇宙の中でも全く希有の存在であるといえます。

　地球上で観測できるプラズマ現象の１つであるオーロラ

を研究するために、1996年（平成8年）11月から1998年3月ま

での間、第38次日本南極地域観測隊(越冬)に参加しました。

　南極は私たちが暮らす大陸とは隔絶したところにあるため、

地球環境の変化をピュアな状態で観測することができます。

また、南極大陸の氷は過去に降り積もった雪が堆積圧縮され

たものですから、氷床深部までボーリングし氷の状態を分析

することで数十万年も前の地球の環境を知ることができます。

南極での越冬体験の中で、人間は地球環境の中で生かされて

いるということを実感しました。

　南極から帰国後、1998年4月に新設された循環システム工

学科で、環境や人間に負荷の少ない循環型社会の構築に向け

た教育研究と人材の育成に取り組んでいます。

■環境問題と人材育成をどのようにつなげていくのですか？
　これまでの物質的豊かさの要求は大量生産・大量消費・大

量廃棄という社会システムを生み出してきましたが、限りあ

る地球環境の中ではこのシステムを継続していくことは不

可能です。

　地球環境の維持保全や環境に対する負荷の軽減を進めて

いくうえで、①物質の循環、②経済の循環、③情報の循環の3

つの循環を実現するシステムの構築が重要です。循環システ

ム工学科は、理工系の技術的知識だけでなく、工学部にあり

ながら文科系の社会・経済・経営的な知識の教育にも力を入

れており、将来、実社会の様々な問題の解決に柔軟に対応で

きる優れたバランス感覚を備えた人材の育成を目指してい

ます。

■循環型社会の実現としてBDFの実用化モデルに取り組ま 
　れているそうですが？
　BDF（バイオディーゼル燃料）は、再生可能でカーボンニ

ュートラルという特徴を持つ燃料作物(植物油や使用済みの

食用油)から作られる軽油代替のディーゼル燃料です。

� 最近、トウモロコシやサトウキビから作られるバイオエタ

ノールが植物性燃料として注目されていますが、これは、本

来食物として供給されるべきものからアルコールを作り、ガ

ソリンに混合させて燃料とするものであることから、将来、

食糧問題をはじめとして新たな環境問題を顕在化させる可

能性があります。

　これに対してBDFは、廃食用油からほぼ同量のディーゼ

ル燃料が精製でき、ガソリンエンジンと違って硫黄酸化物が

出ない、通常のディーゼルエンジンに比べて黒鉛が少ないと

いう特徴を持っています。

　BDFは比較的容易に精製できる反面、廃食用油の確保が

難しいために規模拡大ができないという課題があり、これま

で新エネルギーとして実用化と普及が難しいという面があ

りました。

　しかしながら、特定の地域内において地元住民の参加と協

力により消費した食用油の回収を行い、遊休農地や耕作放棄

地を利用して菜種やひまわりを栽培して食用油を作ること

で地域を活性化させ、地域内の公共交通をＢＤＦで賄うとい

う地産地消の循環システムを作ることは十分可能と考えら

れます。これからは、各地域において小さな循環システムを

利用しながらエネルギーの有効活用を図る取り組みをどん

どん進めていくことが重要です。

　山梨大学でも、昨年4月から甲府キャンパスと医学部キャ

ンパス（中央市）を往復するシャトルバスを、学生食堂や附属

学校園（小・養護学校）の給食から出た廃食用油を精製し、

BDFバスとして運行しています。

■循環型社会の構築に向けて更に重要な役割となりますね
　環境問題を考えるということは、「今を未来に引き継ぐ」

ということであり、自分自身の生き方を考えていくことです。

また、環境問題を考える前提として、人々が健康や安全に暮

らすことができ、平和が維持できる社会でなければなりま

せん。

　循環システム工学科の学生のみなさんには、環境問題の本

質と多様な価値観を理解し、論理的思考と現実対応力を持つ

人材として社会の様々な方面で活躍してもらいたいと願っ

ています。

ただいま、研究ただいま、研究中!

廃食油からＢＦＤを精製する実験装置

　7月26日～8月9日のうち

の5日間、中央会研修室にて

組合実務講習会が開催され

た。これは中央会の主催で

毎年開催されているもので、

組合事務担当者や事務局職

員を対象に行っている。またこの講習会では、組合事務のスペシャリストである中央会

指導員が講師を務めている。

　講習内容は日ごとに変わり、組合運営・管理上必要と思われる「組合法・団体法」、「定款」、

「決算届、役員変更届等の諸手続き」、「登記」等についての講習が行われた。そして最終

日には修了試験終了後、参加者全員に修了証書が手渡された。参加者の中には、「組合の

ことは大まかにはわかっているが、詳しいことはわからなかった。この講習会ではその

部分も詳細に教えてくれるので、今後の組合管理に役立つ。」という意見もあった。

　この講習会は毎年開催されているので、組合事務担当者、事務局職員の方は是非、来

年受講してみてはいかがでしょうか。

　男女雇用機会均等法が改正され、本年4月1日から施行されました。

　改正内容は、男女双方に対する差別の禁止、妊娠・出産等を理由とす

る不利益取扱の禁止、職場におけるセクシャルハラスメント対策の強

化等です。

　山梨県労働局雇用均等室及び（財）21世紀職業財団山梨事業所では、

この制度の周知啓発を図るため、説明会・研修会の開催を希望する組合

等を募集しています。

　内　容
　・改正男女雇用機会均等法の概要
　・職場におけるセクシャルハラスメント対策として講ずべき措置
　・セクシャルハラスメントについて
　・ビデオ「ストップ！セクシャルハラスメント」
　・ポジティブアクションについて　など

　所要時間
　30～90分（基本）　時間の短縮・延長等はご相談下さい。

●資料請求等もお気軽にご相談下さい。

　問い合わせ・担当窓口　山梨県中小企業団体中央会　労働課
　　　　　　　　　　　  山梨県労働局雇用均等室
　　　　　　　　　　　  （財）21世紀職業財団山梨事業所
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　いま、中小企業組合はガバナンスの充実が求められており、組合員はもちろん、広く社会の信
頼を高め、社会的責任を果たすには、組合運営の経験と専門的知識を備えた事務局が必要です。
ぜひ組合に『中小企業組合士』を置きましょう。

1．試験科目　組合会計、組合制度、組合運営
　　　　　　 の3科目

一部の科目について合格した
場合は、その後3年間はその科
目の受験が免除されます

2．試 験 日　12月2日（日）
3．試 験 地　全国20都市

札幌、青森、秋田、仙台、さいたま、
東京、長野、静岡、名古屋、大阪、
岡山、広島、松江、山口、高松、
福岡、長崎、大分、鹿児島、那覇

4．受 験 料　5,000円
（一部科目免除者は3,000円）

5．受験申込　願書に受験料を添えて、山梨県
中小企業団体中央会へお申し
込み下さい

6．願書受付　9月上旬～10月中旬
7．合格発表　3月3日（月）
8．中小企業組合士への手続き

試験合格者には山梨県中小企
業団体中央会から組合士認定
申請についてご連絡致します。

s受験対策講習会も予定しております。
　詳しくは中央会担当指導員または労働課まで。

検定試験概要

平
成
19
年
度
第
2
回
税
制
委
員
会

�

税
制
委
員
会
（
勝
俣
明
美

委
員
長
）
で
は
、
本
年
度
第

２
回
と
な
る
委
員
会
を
７

月
24
日
に
中
央
会
研
修
室

で
開
催
し
た
。

　
今
回
の
委
員
会
開
催
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
が
、
税

制
の
改
正
項
目
と
内
容
に

つ
い
て
、
よ
り
理
解
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

お
り
、
去
る
６
月
20
日
に

開
催
さ
れ
た
第
１
回
委
員

会
で
協
議
さ
れ
、
研
修
会

形
式
で
開
催
を
行
う
こ
と

と
な
っ
た
。

　
委
員
会
で
は
、
税
制
委
員
会
委
員
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
事
業
協
同
組
合
理
事
長
で
、
初
鹿
会
計
事
務
所
所
長
の
初

鹿
武
仁
氏
に
講
師
を
依
頼
し
「
平
成
19
年
度
税
制
改
正
の
概
要
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
に
約
２
時
間
に
わ
た
り
研
修
を
行
っ
た
。

　
税
制
改
正
の
内
容
は
大
き
く
10
項
目
と
な
り
、
主
な
改
正
と
し
て
は
、

中
小
企
業
を
留
保
金
課
税
の
適
用
除
外
と
す
る
「
中
小
企
業
同
族
会
社

に
対
す
る
留
保
金
課
税
制
度
の
撤
廃
」
、
今
後
、
新
規
に
取
得
す
る
設
備

に
つ
い
て
現
行
法
定
年
数
経
過
時
点
の
残
存
価
格
を
撤
廃
し
、
法
定
年

数
経
過
時
点
で
全
額
償
却
可
能
と
す
る
な
ど
「
減
価
償
却
制
度
の
抜
本

的
見
直
し
」
、
中
小
オ
ー
ナ
ー
経
営
者
が
、
後
継
者
で
あ
る
子
供
（
代
表
者

に
な
る
場
合
等
に
限
る
）
に
贈
与
す
る
場
合
、
贈
与
者
の
年
齢
要
件
を
60

歳
に
引
き
下
げ
、
非

課
税
枠
を
３

，
０
０

０
万
円
に
引
き
上
げ

る
と
す
る
「
相
続
時

精
算
課
税
制
度
の
拡

充
」
な
ど
中
小
企
業

の
事
業
継
承
の
円
滑

化
を
目
的
と
し
た
改

正
概
要
に
つ
い
て
説

明
が
な
さ
れ
た
。

　
税
制
委
員
会
で
は
、

複
雑
な
税
制
の
改
正

内
容
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
委
員
が
理

解
と
知
識
を
深
め
る

機
会
と
し
て
、
今
後

も
同
様
の
研
修
を
委

員
会
の
中
で
検
討
し

て
い
く
。

講師となった初鹿武仁氏

約2時間にわたって講習は行われた

　観光施設整備融資は、多様化する観光ニーズへの柔軟な対応を
図ろうとする中小企業者等の皆様を支援するための融資です。

 融資対象

　次の観光施設等の新設や改築、改修を行う中小企業者等

・ホテルや旅館等の宿泊施設、観光土産品販売施設、自然体験施設

・観光客が利用する休憩食事施設

・観光貸切バスや観光タクシー等の交通施設

・その他観光の振興に寄与する施設

 限 度 額　 設備資金　1億円以内（事業費の80％以内）

 融資利率　 2.1％（保証なし2.4％） 

　　　　　  ※経済動向等により変動する場合あり

 担保・保証人　 金融機関又は保証協会の定めるところによる

 償還期間　 10年以内（2年以内の据置を含む。）

 申込書類

　借入申込書の他に、事業計画書、中央会等の診査書、納税証明書等の書類

が必要となります。

お問い合わせ先
山梨県　商業振興金融課　金融担当　Tel.055-223-1538（直）
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　私事ですが、今回初めてこの中小企業タイムズの月
替わり編集長を務めました。何事もそうですが、『初めて』
はわからないことだらけで大変です。でも仕事を覚え
るのは、自分の能力が増えるので楽しいです。できる
ことが増えるのはやっぱり嬉しいですよね。
　新しいことを始めようとしている皆さん。何かを始
めるときは不安だと思いますが、恐れずやってみまし

ょう。何か見えてくるかもしれません。私も応援して
います。

ご意見・ご要望は、中小企業タイムズ編集班まで

TEL 055-237-3215   FAX 055-237-3216
E-mail webmaster@chuokai-yamanashi.or.jp

「お江戸見物」を兼ねて隣接の江
戸東京博物館を見学するコース
で約80名での参加を計画しま
した。お誘い合わせてご参加頂
きたくご案内申しあげます。

バス参加コース旅程（予定）
出発8:00～11:00江戸東京博物館（11:30～7階「ごはん
や隅田川」にて昼食）～徒歩～13:30国技館(大会)16:30～
19:00帰着

1．参加日時　　平成19年10月25日（木）  8:00（アピオ）

2．開催場所　　「国技館」　東京都墨田区横綱1-3-28

3．旅行費用　　バス参加コース 6,000円（1名につき）

4．お申し込み　　組合担当者を通じてFAX又は郵送にて
　　　　　　　　 お申込み下さい。

  お問い合わせ　Tel.055-237-3215

　今回インターンシップで山梨県中小企業団体中央会
にお世話になって感じた事は、学生と社会人とで大きな
違いがあるという事です。しかし、それは社会経験、職業
経験が乏しい一学生と何年もの職業経験を積み重ねて
きた先輩方の仕事ぶりとを比べては当然の事であると
思います。だからこそ社会で“通用”する人間にならなけ
れば、と感じました。それは挨拶にはじまり、相手の目をみて話をし、真摯に受け答えをし、きちんとお礼
をいい、また必要な知識や技能を身に付けるための努力をする、そういった社会人として当然の事がで
きていなければ先輩方に何かを教えて頂くことも、また他の企業の方々に仕事をする相手として認めて
もらうこともできないと思うからです。
　これから自分がどのような進路へすすむかはわかりませんが、このインターンシップで得た貴重な経
験は大きな財産になると思います。山梨県中小企業団体中央会の皆様、また組合巡回等で貴重なお話を
聞かせて頂いた皆様、本当にありがとうございました。

編
集
後
記

山梨大学 学 工学部 工  部 生命工学科 生   科 小 小 小 池 池 池 　稔 　

　
中
央
会
女
性
部
会
（
深

沢
紗
世
子
会
長
）
は
、
平

成
19
年
8
月
8
日
、
中
巨

摩
郡
昭
和
町「
ア
ピ
オ
甲
府
」

に
お
い
て
平
成
19
年
度

の
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。

　
宮
川
睦
武
中
央
会
名

誉
会
長
が
「
未
だ
に
戦
争

や
紛
争
が
た
え
な
い
。
戦

後
62
年
を
迎
え
た
我
が

国
の
平
和
は
、
大
き
な
犠

牲
の
上
に
成
り
立
っ
て

い
る
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の

平
和
を
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。1
人
1
人
が
今
年

度
中
央
会
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
恕
の
心
」
思
い
や
り
の
心
を
持

ち
続
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。そ
う
す
れ
ば
自
ず
と
繁
栄
が

も
た
ら
さ
れ
、
皆
さ
ん
の
よ
う
な
素
敵
な
笑
顔
に
出
会
え
る
。

中
小
企
業
経
営
に
女
性
の
力
が
重
要
視
さ
れ
る
今
こ
そ
、女
性

部
会
へ
の
期
待
は
大
き
い
。」と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　
昨
年
度
の
事
業
報
告
や
今
年
度
の
事
業
計
画
等
が
決
定
さ

れ
た
。
本
年
度
は
、
全
国
の
女
性
経
営
者
や
組
合
女
性
部
等
が

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
結
び
、ま
す
ま
す
活
発
な
活
動
や
情
報
交
換

が
で
き
る
よ
う
に
「
全
国
レ
デ
ィ
ー
ス
中
央
会
」
が
今
秋
発
足

す
る
。

　
ま
た
、
2
組
合
女
性
部
へ
の
研
修
支
援
、
女
性
部
「
県
大
会
」

を
来
年
2
月
14
日
に
開
催
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　
総
会
終
了
後
、テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
会
員
相
互
の

親
睦
交
流
が
図
ら
れ
た
。

　
甲
府
大
好
き
ま
つ
り
が
18
日
、甲
府
・
舞
鶴
城
公
園
・
か
す
が

モ
ー
ル
な
ど
で
開
催
さ
れ
た
。

　
甲
府
大
好
き
ま
つ
り
は
、昨
年
よ
り
8
月
に
開
催
さ
れ
て
い

る
が
、
本
会
は
甲
府
市
に
協
力
し
て
、
舞
鶴
城
公
園
の
出
店
者

の
と
り
ま
と
め
を
行
っ
て
お
り
、本
会
及
び
青
年
中
央
会
に
加

え
、山
梨
県
菓
子
工
業
組
合
の
組
合
員
な
ど
全
8
業
者
が
出
店

し
た
。

　
舞
鶴
城
公
園
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
は
、和
太
鼓

演
奏
、「
ゲ
キ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」シ
ョ
ー
、ラ
ッ
プ
ユ
ニ
ッ
ト「
Ｔ
Ｒ

Ｉ
Ｐ
Ｌ
Ｅ
│
Ｐ
」の
ラ
イ
ブ
、大
道
芸
が
披
露
さ
れ
た
。

　
日
中
は
、猛
暑
に
悩
ま
さ
れ
た
が
、夕
方
か
ら
は
風
が
吹
き
始

め
、一
息
つ
い
た
と
こ
ろ
に
、あ
い
に
く
の
夕
立
と
な
り
、一
時

は
中
止
か
と
危
ぶ
ま
れ
た
。し
か
し
、7
時
過
ぎ
に
は
夕
立
も
過

ぎ
去
り
、「
ビ
ー
ト
t
o
ビ
ー
ト
」
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
ス
テ

ー
ジ
で
繰
り
広
げ
ら
れ
、会
場
の
熱
気
は
最
高
潮
に
達
し
た
。

　
本
会
は
、金
魚
す
く
い
、ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
、ポ
ッ
プ

コ
ー
ン
の
販
売
を
オ
ー

ル
1
0
0
円
で
行
い
、

子
供
た
ち
に
好
評
の
う

ち
に
販
売
を
終
了
し
た
。

焼
き
そ
ば
、
フ
ラ
ン
ク

フ
ル
ト
、
生
ビ
ー
ル
な

ど
の
販
売
を
行
っ
た
青

年
中
央
会
は
、
子
供
中

心
の
日
中
は
ほ
と
ん
ど

売
れ
な
か
っ
た
が
、
７

時
以
降
に
販
売
の
ピ
ー

ク
が
訪
れ
、
昨
年
並
み

の
売
り
上
げ
を
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
、一
同
、気

持
ち
の
い
い
汗
を
か
く

こ
と
が
で
き
た
。

青年中央会の出店風景


